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研究成果の概要（和文）：　本研究課題の研究目的は、一般的に「機能語」と呼ばれる語のうち、きわめて「多義」的
に見える前置詞の意味を、各前置詞の意味の「棲み分け」をもとに、また、慣用表現を手がかりに、明らかにし、日英
語の相同性（英語は＜有界的・結果志向・スル的＞であり、日本語は＜無界的・経過志向・ナル的＞である）を求める
手がかりとすることである。

研究成果の概要（英文）：　This study has conducted a “semantic” research on very “polysemous” 
prepositions, which are usually regarded mistakenly as “function” words, i.e., void of semantic 
meanings, through looking closely at their idiomatic phrases, in order to provide a key to the homology 
studies on English and Japanese.

研究分野：英語学、意味論
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、研究代表者が 2009-2011年の科
学研究費で従事していた研究の継続課題で
ある。 
前置詞の多義研究は、１語の多義を扱う
Semasiological な研究（例：fruit は果実・
結果・・という意味があるとする研究）に終
始している感があるが、本研究は、それに近
似義語を扱う Onomasiological な視点（例：
果実を表す語には fruit・nut･･があるとする
視点）を加え、その Onomasiological な意味
の重なりの緊張関係が意味拡張を阻止する
と考えている。先行研究の中には、２語以上
を扱う研究もあるが、それらの違いを述べる
にとどまり、その違いが意味拡張を制限する
といったような「動的」な研究はまだない。 
研究代表者は、以前、前置詞の多義を従来
の意味論でしばしば行われるように
Semasiological な視点で研究してきた。しか
し、その一連の研究で、従来のメタファー・
メトニミーによって意味拡張を説明しよう
とする理論は、(1)意味が際限なく広がるこ
とを阻止することはできず、(2)新しい意味
の予測が不可能であることがわかった。そこ
で、意味拡張は、複数の可能性が緊張関係の
中に存在した後、それぞれの語の弁別的意味
要素により取捨選択されることを通して行
われるという見解、つまり、pragmatic 
strengthening を中心とした行為理論によっ
て意味「用法」の拡張の可能性を探り、さら
に、Onomasiological な視点にたち、近似義
語の中心義が意味拡張を制限するという立
場をとれば、上述の問題は解決されることに
気がついた。さらに、その緊張関係の中で、
意味拡張の可能性を阻止されたものは、慣用
表現としてのみ存在しうるということがわ
かった。これまで前置詞は、機能語として意
味論で語られることはほとんどなく、意味論
で語られる場合は、一つの語の多義を記述す
る研究がほとんどであった。 
例えば、for の多義を説明するためには、
同じように、２つのものが空間的に並列され
ることを表すことのできる with や byとの関
係をみることにより、際限ない意味拡張を防
いだ意味記述が可能となる。また、「～の間
中」という意味は、by や during を始めとす
るその他の前置詞によって表される可能性
があり、それらが共存する緊張関係にあった
と思われるが、繰り返し使われる中で during
が選択され、Onomasiologically に意味拡張
を阻止された by は by day という慣用表現で
のみ存在し続けているといえる。 
 
２．研究の目的 
これまでの前置詞研究は、１つの語の多

義を記述するものがほとんどであった。し
かし、研究代表者の一連の研究により、多
義の説明には、関連する語との関係を語る
ことが不可欠であるということが明らかに
なった。 
（例えば、forの多義を説明するためには、
with との関係をみることが必須である。
メタファー・メトニミーのみで意味拡張
を説明すると、どんなドメインにも広が
ることができ、意味が際限なく広がるこ
とを阻止出来ない。意味拡張を制限する
存在としての、近似義語(with)研究なしで
は、forの多義は説明し得ない。） 
よって、本研究は、前置詞の中でも、「近接
性」を表すすべての前置詞の 棲み分け を明
らかにすることを通して、前置詞の多義を研
究しようとするものである。 
また、英語らしさ・日本語らしさに関する
研究は近年、相同性研究(cross-categorical 
studies)としてまとまりつつあるが、それら
の研究が扱う言語事象の多くは文・談話レベ
ルのものである。本研究は、語レベルで、し
かも、一般的には「機能語」と呼ばれる語に
意義を見いだし、それらの語も他レベルと相
同的であることを述べようとするものであ
る。 
まとめると、本研究は、日英語の相同性研
究に語レベルの研究として寄与し、また、エ
ラーアナリシスおよび教材開発を通して高
大連携と自学自習用教材として結実させる
ことが目的であるといえる。 
 
３．研究の方法 
本研究は、前置詞研究において、
Semasiological な視点と Onomasiological
な手法を使い、また、Onomasiological な視
点は、慣用表現に注目することにより、近似
義語の動的な棲み分けを記述する。また、そ
の中には、歴史的研究をも取り入れる。 
具体的には、２段階にわけて研究を行い、
３方法で研究結果を社会に還元する。 
第１段階として Semasiological な研究を
行い、１語の現代英語における用法を整理し
そこから仮の意味ネットワークを作成しそ
れを古い英語における用法を整理して補強
する。 
具体的には、対象語の現代英語での用法を、
先行研究渉猟結果を参考にしながら整理し、
仮の意味ネットワークを作成する。その手順
は次(1)～(8)の通りである。なお、古英語
期・中英語期・初期近代英語期の英語につい
ても以下の(1)～(7)の作業をし、また、(9)
をする。 
(1) 採集したデータを使って、対象語
の現代英語での用例を収集する。 
(2) それらの用例を意味に従っていく
つかのグループに分類する。 



(3) それぞれのグループのイメージス
キーマを作成する。 
(4) イメージスキーマの共通点・相違
点を手がかりに、近い用法どうしを結び
つける。 
(5) 結果として中心にくる用法を中心
スキーマと認定する。 
(6) 他の用法とつながらない用法（孤
立用法）を確認する。 
(7) 「慣用表現」を確認する。 
(8) 高校生の起こしやすい間違いがな
ぜ起こるかを確認する。 
(9) 過去の用法について、他言語（特
にフランス語、北欧語）での用法が影響
を与えている可能性について調査する。 
 

第２に、Onomasiological な研究を行い、
関連する語を、孤立用法・慣用表現を元に検
証し、対象前置詞の棲み分けを明らかにする。
言い換えると、Onomasiologically に、関連
する語を、孤立用法・慣用表現をもとに検証
し、対象前置詞の棲み分けを明らかにする。 
そして、前置詞の Word Net を構築する。 
 
 研究結果の社会への還元は３方法による。
すなわち、高大連携の中でその研究結果をも
とに、大学生および高校生への正しい前置詞
の使い方を指導する。また、モジュール教材
（テーマ別の小教材）としてサーバーに蓄積
し、ゆとり教育の元で教育されてきて実力に
ばらつきのある大学生が自学自習できるよ
うな教材として提供する。そして、研究結果
は報告書として本に結実する。 
 
４．研究成果 
 本研究は、前述の通り、研究代表者が
2009-2011年の科学研究費で従事していた研
究の継続課題である。 
本研究の意義・重要性は次の４点である。
＜1点目＞前置詞をそれらの「棲み分け」を元
に研究するという点。これまでの前置詞研究
は、１つの語の多義を記述するものがほとん
どであったが、本研究は、研究代表者の一連
の研究により、多義の説明には、関連する語
との関係を語ることが不可欠であるというこ
とが明らかになったことを元に、近い意味を
もつ前置詞との関係において前置詞を研究し
ている。＜2点目＞慣用句こそがその「棲み分
け」を表すという、これまでの研究代表者の
一連の研究をもとに、慣用句を鍵として研究
している点。＜3点目＞前置詞研究を相同性研
究に応用しようとしている点。日英語の様々
な現象が、それぞれの言語ごとに一つの傾向
にそっているとする日英語の相同性を求める
研究は、従来は、文レベル（受動態など）や
それ以上のレベル（ナラティブの構造など）
のものであることが多いのに対して、本研究

は、従来より「機能語」の筆頭ともされる前
置詞や格助詞にも同じ傾向が見られることを
明らかにしようとしている。＜4点目＞その研
究結果を、大学生の自学自習用教材として活
用するとともに、高大連携に生かしていこう
としている点。 
本研究の主な成果は、下記に述べる18本の
論文、18件の学会発表、そして、1本の教材作
成である。 
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